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湖 底 に 眠 る ふ る さ と
鎮 魂 の ま ち づ く り
山 岡 栄 市
は じ め に
わたしが始めて大和の農村に入ったのは昭和
52年(1977)秋 のことであった。調査の主なテー

















































い土地(奈 良市)に 集団移住し,異 なった環境
の 中でまちづ くりに取組んで いる姿を,主 と
して聴書きに拠 って叙述 しようとす るものであ
る。
稿 を草するに当た りわたしは,昭 和56年 夏以
降数次にわた りこの移住地を訪ね,元 自治会長
















政期に入 ると津風呂は色生 ・入野 ・山口 ・佐々
羅 ・三津 ・東千股 ・河原屋などの諸集落ととも
に,郡 山藩領 とな り寛永2年(1625),元 禄15
年(1702)以 降は天領 として五条代官の支配下に
おかれた。明治22年(1889)の 町村制施行に とも
ない,竜 門郷の範囲は上竜門村 ・中竜門村 ・竜
門村の三行政村に編成替 えされ,津 風呂は竜門
村の一大字 となる。 さらに昭和31年(1956)に は
三村 とも吉野町に合併 された。津風呂集落は吉
野川の支流津風呂川の河谷に開けた もので水没
当時の戸h'。 明治10年 前後に作成 された町村

































きに代 ったの もこの頃である。生活水準 も急速
に上昇 し,祈 願祭の 折 の酒消費量 は1斗5升
(他郷では1升)に 及んだ。小作人は殆んど居
なくな り平均50a以 上の自作農だったから,竜





























昭和40年(1965)に 作成 された 『津風呂秘話』
(片岡A;稿)に 寄せられた序文には 「……幾
千年の歴史とともに,悲 しくも新時代への犠牲
と して,紺 璧 の湖 底 に深 く沈 ん で い った の で あ
る。 もぎ と るご と く奪 わ れ て い っ たた だ1つ の
はぐ
郷土,祖 先の霊 も,幾 千年春秋をかけて育 くん


















今日完成 をみた津風呂ダムの3分 の1程 度であ
った。その後 これに代 って伊奈佐ダム(宇 陀川
の支流芳野川をせ きとめるもの)が 計画 された



























この年の5月9日,県 当局 は2,3の 集団移住
候補地を地元に提示したが,そ れは地元にとっ
て到底満足 できるものでは なかった ようであ
る。好適な代替地の提示がおくれている間に,
一致した集団行動を約 していた津風呂住民の間
　 　 じ 　 　 ロ 　 　 　 　
にも,い わば分散移住派 と集団移住派 とい う二
つの流れがでてきた。すなわち,親 戚や知人を
頼って適当な既耕地が得 られた り,農 業外就労
の見込みがついた人たちは,早 期に補償金交渉
の妥結をみて分散 もやむを得ないと考 え,先 祖
の遺志 を生かして新天地に新 しい郷土津風 呂を


















た慰霊碑除幕式(38,6,3)の あと,分 散派 も集団


















お り,そ の犠牲が尊 く報いられたことへの感懐
が深い。
第3節 水没 にゆれ動いた村む ら
戦後におけるわが国有数の開発事業 といわれ
た佐久間ダムは,昭 和28年(1953)の 着工以来5
千人近 くの(死 亡87,重 傷1,993,軽 傷2,814)
犠牲をはらい,139万 坪(う ち家屋248戸)の 水
没をもたらした。 これに対する補償問題は難航




























部落中で最 も広い),公 有林(佐 目で360ha,3
部落中断然広い)を 有し,農 業の零細性 を補 っ
て生活してきた。そんな悪条件の下にあって も
郷土 を死守しようとするのは住民の当然の願望
であ り,31年 度(1956)発 足の愛知川ダム審議会
が翌年2月 水没補償基準を示す までは,工 事は
遅々として進まなかった。その直後町議会が愛
知川総合開発,江 勢道路(滋 賀県八 日市市～三
重県四日市市),観 光事業の促進 を三大事業 と
して掲げるに及 んで,達 識ある佐 目地区の某氏




(中略),こ の際自利 自慾をすて先祖が汗 と油







織が,当 り山(共 有林の使用権)制 度 を媒介 と
して村びと結束の紐帯 とされて きたが,ダ ム建
























会編 『佐賀県北山 ダム水没村落調査 報告』(19
54)な ど多数にのぼる。日本人文科学会編 『佐
久間ダム』『ダム建設の社会的影響』(1958,19







大森銀山,佐 渡鉱山,近 くは 北海道 や九州 の
産炭地に ついて もいえることで ある)。上生野
の人たちは僅かの耕地に米(1戸 当555k),麦
(同39k)野 菜 ・ミツマタ ・大麻等を栽培 し,
景気変動にさらされる養蚕 ・養畜,そ れに瓦製
造をしなが ら辛 うじて生活 してきた ものであ
る。ただ,但 馬地方にみられた親方百姓(大 地
主)対 子方百姓(隷 農)の ごとき封建的隷属関
係はなく,広 い部落有林の共同体的利用 と相俟
って,比 較的階層差の少いフラットな社会生活

























成 され,さ らに地元山陵町のN氏(上 述の移転
地提供 も同氏の斡旋による)の 尽力により地内
の耕地 ・山林 など10ha弱 の購入契約 も成立 し
た。次いでまちづ くりのための灌漑用水ボー リ
ング,水 路 ・農道をは じめ電気 ・水道 ・道路そ
の他の諸事業 も軌道に乗って,移 住者の受入れ









る農業を継続できる条件(田 畑 ・用水 ・山林原

























おかれ(500～800羽 飼育者4戸)鶏 卵 も出荷 さ
れたという。当初は近郊的立地を生かしての営
農が期待 されたが,そ の後次第に若い人たちが
他産業へ志向するようにな り,現 在では1戸 を
除 きすべてが第2種 兼業農家 となっている16)。
筆者が昭和60年(1985)再 度 ここを訪れたころに
は樹園地に桃を作っている農家は2～3戸 しか
な く,養 鶏家 も2戸 に減少していた。最近10年
間に附近への移住者 も漸増し現在では,津 風呂
からの移住者19戸(2戸 は転出)を ふ くめて55
戸(外 人1を ふくむ),当 初 の3倍 近 くに増加
している。すなわち水没によってここへ移住 し
た家々(基 本的には農家)が,内 部的には世代
交替に よって第2種 兼業農家 へと変貌 しなが
ら,同 時に大都市その他からの移住者が加わっ
む 　 む む
て,急 速にムラ社会からマチ社会へと推移 しつ
つある現状である。
第1表 新津風呂町および附近の世帯(人 口)増 加状況


































建設の象徴 ともいうべ き氏神(春 日神社)の 遷







丘 を社地に選んで神移 しの 儀を行なった とい
う。当時の氏子惣代は中谷俊一 ・紙谷正一およ
び 鶴谷新太郎,自 治会長 は森中宇三郎 であっ
た。今その境内に立つと中谷家の最古の献燈
(嘉永6年=1853)を はじめ,こ の地に移住後
の とし祝い(還 暦 ・米寿)の 際の献燈 もi数基見
られ,境 内の清浄 さとともに氏子の崇敬の篤 さ
を偲ぶことがで きる(62.3.22筆 者参拝)。 氏神
の遷座 とともに頭屋制(村 座)も 継承 されてい
る。毎年10月1日 氏子一同参拝してくじ引 きで
2人 の頭屋を選出したあと,新 旧頭屋の引継 ぎ
が行われる(頭 屋手当が 支給 される)。正月元
日の宮参 り,2月1日 のとし祝い(42才,61才,
77才,88才)に は氏子一同参加 して酒食を共に
し,夏 祭(7月10日),秋 祭(10月10日)に は餅










物をそのままこの地に移 して,阿 弥陀寺(浄 土
宗)と し薬師を合杷 した。移住前には浄土宗の
ほか真宗(10戸),天 理教(2戸)の 家 もあった
が,こ こへ移住した家々(う ち真宗5,天 理教
1)は すべて阿弥陀寺の檀家とな り,同 寺は村
寺の形となっている。葬儀のときは吉野の西蓮
寺やその末寺たる福善寺の住職が導師を勤 める













な り,現 在,郷 土にあった迎 え地蔵が,こ の新
共同墓地の入口に移 されている。各家の墓域は
公平にクジ引きできめ られた由であるが,そ の
墓碑には○○院○○居士 ・大姉,○ ○禅定門 ・





出身など2戸 を除 く)と,移 住の際関係があ り
現在奈良市内に居住す るS姓2戸 を合せて19戸
8
は,開 拓移住終了後の財産管理(土 地 ・由林な





を受 け る。 そ の よ うな景 観 上 の 街 区 形 成 をふ く
め,新 し い津 風 呂 の ミム ラづ く りミ(ミマ チつ く
瓜 よ り も この 方 が し っ く りす る と,こ この ひ
とはいう)の 中心 となる推進グループは,こ の
建設組合の人び と(一 種のムラ組)一 とくに現





ばA班14戸 は津風呂移住5戸(氏 子)と 新移住
第4図 新津風呂町における家の相互関係
上 津 風 呂
(注)① 外側の太わ くは,旧 津風 呂に居住 していた垣内名である。(入野か らの入村2戸)
② 線中太い ものは本家 ・分家 関係,細 線は本分不明 と親族関係 を示す。
③ 頭部 に記す年月 日は,棟 上 げの日であ る。
9
9戸(非 氏子)と から成 っている。移住の新旧
を 区別 しない この班構成 は極めて有意義であ
る。冠婚葬祭,と くに葬式組 として機能し班長
(および自治会長)は 他班 の葬儀にも参列 す
る。また氏子,非 氏子を問わず神社の清掃に協




















終 ったとしても,そ れを核 とす る津風呂町のム
ラづ くり(あ るいはマチづ くり)は 今後大 きい
試練の前に立たされている。因みに古い歴史を
もつ隣…接の押熊町では新旧住民(62年 現在331











































ha,村 の面積の5%に 過 ぎないが標高4001n以
上の山林 と1集 落を残 して7集 落全部が水没す
る。ダムの完成は10年後だが村を離れた人たち
の約8割 は岐阜市郊外4ケ 所の集団移転地で新















去 り,移 住第2世 代はほとん ど農外就業者であ
る。オール2兼 農家の現状はつ ぎの世代でどう






まで確保 され得 るのか,今 後の大 きい関心事と
いわざるを得ない。
〔注〕
1)末 永雅雄稿 厂大和 の 古墳 ・池 ・条理」(奈良 地 理
学会編 『奈良文化論叢』1967,堀 井先生退官記念会
刊,所 収)に おいて末永博士 も同 じような景観 につ
いて述べてい られる。
2)詳 細 は奈良県編 『吉野川分水史』(1977)参 照 。
3)吉 野地方の ダム開発 と水没集落に関しては堀井甚
一郎稿 『紀伊 山地 ～ 奥吉野地方 の地理的変容』(前
掲 『奈良文化論叢』所収,p.1119～54)参 照,こ こ
では主 として十津川水系 を取扱 ってい る。その他 本
稿で参照 した ものは次 の通 りで ある。
④ 日本人文科学会 編 『佐久間 ダ ム』(1958,東 大 出
版会)
◎ 〃 編 『ダム建設の社会 的影響』(1959,〃)
◎小林謙一著 『ダ ム建設 に ともな う農業 問題』(近
藤康男古稀記念論文集 『現代 日本農業の諸局面 』
1970,御 茶 の水書房 所収)
水没地 関係につ いて は
㊥野口隆 「樽床部落の共 同体的性格 とその解体」(広
島県教 委編 『三段峡 と八幡高原』1960,所 収)
㊨花島政三郎 「水没によ る部落の解体 ・再編成 と宮
座一滋 賀県神崎郡 永源寺 愛知川 ダム建設 の場合
一」(国学院 大学 『日本文化 研究紀要』20号
,19
67,所 収)
㊦桜井徳太郎 「水没山村 の 人生儀礼」(同 氏著 『日
本人の生 と死』1968,岩 崎美術社,所 収)
㊦柴田 実 ・和田邦平 「上生野」(兵庫県教 委編 『生
野 ダム水没地区民俗資料緊急調査報告』1969)所
収
4)厂 竜門文化」に ついて は 上田竜 司著 『竜門 の 歴
史』(竜 門文化 保存会 『郷土史料』11号,'1982),上
田著rよ しの 竜門 の 古刹一菅 生寺』(同,1984),上
田稿 『竜 門騒動』(未刊)が ある。
5)川 井景一著 『大和 国町村誌集』巻15,1891,発 行 。
(著作者川井は東京府平民,奈 良県奈良町大字西城
戸 に寄留 し,妻 希世子 とともに書籍商 を営んだ と思
われ る。なお発行者 は中尾藤三郎 ・喜多重蔵 ・中井
文次郎の3人 で,い ずれ も添上郡治道村大字 白土在
住 となっている)
6)こ れ らの生活事情 は戦前の山村 では一般的で あっ
た と思われ,津 風呂 の 隣 の 平尾地区 には 明治41年
(1908)制 定 の 「積善 同盟会」の規約が保存 され,現
在 もそれが守 られている とい う。
△積善 同盟会 々則(原 文)
第1条(略)
第2条 初老,還 暦等 ノ祝 賀二際 シテハ 自宅 二於 テ
ー切酒食 ヲ嚮 セズ,陰 暦1月14日 初集会 ノ席
上各分二応 シ其節約 ヨリ生 レタル利金 ヨリ幾
分 ヲ区内二寄附 シ,神 酒 トシテ壱升乃至壱斗
ノ範 囲二於 テ区民 ヲ嚮 シ余 リアレバ神社仏閣
ノ改築修繕 ノ費用及 ビ区内 ノ貧 民救助二当 ツ
ル コ ト
第3条 第2条 二掲ケ タル貧民 トハ放蕩其他不良 ノ
行為 ヨリ失敗 シタル貧民ニハ及 サズ,病 傷 孤
独親族 ノ依辺ナキ者 二適用 ス
第4.5.6条(略)
附 則
1葬 式二際 シテハ区内1戸 二壱人 ハ必ズ墓地 マ
デ見送 ルコ ト
1区 中総斉 ヲ廃 シ葬式 ノ当夜村褪夜 ヲ営 ミ粗飯
ハ嚮 スル コ ト
1手 伝 ハ(葬式)本膳 ヲ廃 シ応分 ノ粗飯二止 ムル
コ ト
1'葬 式手伝ハ1垣 内若 シクハ2垣 内以内二限ル
コ ト
1諸 興行ハ向後10ケ 年問区民一 同二停止 スルコ
ト,若 シ之 レニ反シ強 イテ興行 ヲ成サ ン トスル
者ニハ地所及 ビ諸器物 ノ貸与 ヲ成 サザル コ ト
1他 区 ヨリ奥行 ノ祝儀バー切謝絶 スル コ ト
(注)奥 行(ホ ツカイ と読 む)とは地区同志 の附合
いを意 味し,こ の地方では家を建てた り葬祭婚
一11一
礼の節,…親族友人 などが祝意 を表わすため容器
に米(1斗,5升 …)を 入れて持運 んだ。その
容器を行器(ホ ツカイ)と呼 んだ(上 田竜司氏の
示教に拠 る)。
7)『 津風 呂秘話』(ガ リバ ン刷 の大冊で あるが未刊)
は第三者 による報告書ではな く,水 没地区の住民 で
ある 片岡一雄氏 が 心血を注いで 執筆 した ものであ
る。 それは故 郷の水没 によるダム建設 とい う外圧 に
対応 して きた,地 区住民のいわば苦悶の 自叙伝 とも
い うべ きものであ り,コ ピー して各戸に1冊 宛保存
されてい る由であ る。
8)『 吉野川 分水史』 および 『津風 呂秘話』に拠 る。
9)「 ダム建設 に よって 奈良県平野部の 旱害が 救 わ
れ,民 心の安 定 と経済的安定 が保証 され るのである
が,そ の裏 で地 元竜門村 と大字津風 呂は大 きい犠牲
とな るのであ る。よって将来受益地が得 るところの
生活水準に等 しい生活水準 と行政施策 を得 るに足 る
補償 を要求 す る」 とい うものであ る。
10)「 分散移住 派23戸,集 団移住派28戸 」(『吉野川分
水史』p.507)と い う数字 もあ り,厂集団移 住代替地
希望 者33戸 」(『秘話』)と い う数字 もあ る。多少の
フ レがあ った と推定 され る。
11)長 谷部成美著 『佐久間ダムー その歴史的考察』(19
56,東 洋書籍)p.34。
12)花 島政三郎前掲稿,p.218。
13)こ の 記録 は 『東京都文化財調査 報告』(1953,補
訂1963)に ふ くまれてい る。
14)『 上生野』京都大学教授柴 田実氏の序文 。
15)宅 地や耕地 を どうして配分決定 したか,と い うこ
とは興味ある問題であ る。K氏(元 区長)に よると,
「宅地に好適 な もの19ケ 所(当 初 より1戸 減 った と
思 われ る…筆者)を つ くり,(う ち150～160坪 で広い
もの13,少 し狭 い もの6)両 者を希望 によって2組
に分 け,抽 せん順位に よって逐次決定,菜 園畑は宅
地に近い ものを選んだ。石垣造成を必要 とす る宅地
へは別途に50万 円を配付 した」 との ことで ある。
16)吉 野の郷里 とは異 り,京 阪 ・奈良へ の交通が至便
になったので,世 代の交替 とともに,企 業や公務員
勤務 が増 え,老 入層のみが長い間の経験 を生か して
農業に従事 してい る現状で ある。
17)ま ち造 りやむ ら造 りの象徴 として氏神 を もつか否
かは,時 代や住民に よって異 るよ うで ある。西 奈良
　 　 　 　 　
でも戦前にまちの形態を整えたあやめ池町では氏神
を勧請しそこへの転入者は自動的にその氏子または
り 　 　 　 り
奉讃者 となってい るが,戦 後 に発達 した登美 ケ丘町
　 　
一帯には氏神が存在 しない(か つて勧請の動 きもあ
　 　 　 り 　 　 　 つ 　 つ
ったが 実現 して いない)。近江の大 中の湖干拓地 に
は3村 とも氏神が勧請 されてい る。
18)当 地方の両墓制については,中 田太造 「大和の墓
制」(上掲 『奈良文化論叢』所収)に おいて,「 大和
む くコ
高原 か ら宇陀山地 ・竜門 山地 ・吉野川流域 にか けて
……」両墓制の行われていることが指摘 されてい る
(p.1020)0
19)ラ イフ コースの考察 については森岡清美 ・青井和
夫編 『現代 日本人 の ライフ コース』(1987,日 本学
術振興会刊)序 章(森 岡稿),終 章(青 井 稿)な ど
参照。
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